
次号、154号は
2024年6月3日発行です

ht tp: //kyoto.seikatsuclub.coop
はウェブサイトでも閲覧できるようになりました！

生活クラブ京都エル・コープ  組織状況（３月度）

組合員数：6,584名　前月比38名減
供 給 高：125,678,555円（一人当たり19,088円）

理事会だより
2023年度  第10 回  理事会報告

（2024年4月1日開催）

＝討議検討事項＝
・たすけあい活動拠点における介護保険事業および障がい福
祉事業への参入について討議検討しました。

・2023年度総代会議案内容について討議検討しました。

＝討議決定事項＝
・2024年度役員定数および理事会推薦役員の決定・役員選
挙の実施について討議し、決定しました。

＝報告承認事項＝
・西センターを活用したたすけあい活動拠点の改装基本設計
について、承認しました。

・WEB加入システムが5月から導入されることを承認しまし
た。

・エル子育てサポーター養成講座修了者とその後の具体的な
活動について承認しました。

＝報告確認事項＝
・2023年度支部大会成立状況を確認し、すべての支部で支
部大会が成立したことを確認しました。

ほか
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一乗寺くらぶルームだより
ウェブサイトで閲覧できるようになりました！ウェブサイトで閲覧できるようになりました！

生活クラブ京都
エル・コープ機関紙
発行責任：理事会
編集責任：広報委員会
組合員数：6,584名
（2024.3.20現在）
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2024.05.06 回

収
す
る
も
の

・
ピ
ッ
キ
ン
グ
袋

（
消
費
材
が
入
っ
て
く
る
ラ
ベ
ル
が
付
い
た
袋

　

↓
ラ
ベ
ル
は
引
き
ち
ぎ
っ
て
返
し
て
く
だ
さ
い
！

野
菜
が
入
っ
て
届
く
手
付
き
の
袋
）

・
卵
の
パ
ッ
ク

（
汚
れ
た
り
、
破
れ
て
い
な
い
も
の
。
温
泉
卵
の
容
器
は×

）

・
牛
乳
び
ん

・
牛
乳
び
ん
の
ふ
た
と
サ
イ
ド
ス
コ
ア
ー

（
＝
ふ
た
の
す
ぐ
下
の
部
分
）

・
Ｒ
マ
ー
ク
の
付
い
た
び
ん

（
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
用
、
広
口
び
ん
、
中
口
び
ん
、

３
６
０
㎖
、
５
０
０
㎖
、
９
０
０
㎖
の
６
種
類
）

・
一
升
び
ん

・
配
送
に
使
う
も
の

折
り
た
た
み
コ
ン
テ
ナ
や
白
い
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
、
保
冷

剤
、
青
い
仕
切
り
や
ス
ポ
ン
ジ
状
の
仕
切
り

・
カ
タ
ロ
グ
を
入
れ
て
い
る
通
い
袋

知
っ
て
ま
し
た
か
？
こ
ん
な
こ
と
や
あ
ん
な
こ
と
。

加
入
説
明
の
時
に
聞
い
た
気
が
す
る
け
ど
、
ど
う
す
る

ん
だ
っ
た
か
な
？

生
活
ク
ラ
ブ
を
上
手
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
、
加

入
し
た
ば
か
り
の
方
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
組
合
員
さ
ん
ま
で

み
な
さ
ん
に
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
毎

回
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
「
回
収
す
る
も
の
」

「
回
収
し
て
い
な
い
も
の
」
に
つ
い
て
で
す
。

回
収
し
て
い
な
い
も
の

・
カ
タ
ロ
グ
類

・
Ｒ
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
な
い
び
ん

・
牛
乳
び
ん
以
外
の
ふ
た

How to回
収
し
て
い
な
い
も
の

回
収
す
る
も
の

and happiness.
京都市南区唐橋平垣町24-4
メイツ京都西大路
ハミングサロン内
TEL. 050-5218-9179
定休日：木曜日
営業時間：火・金・土・日
／10：00ー19：00
月・水／10：00ー16：00
※ラストオーダーは営業終了時刻の
30分前

さ
や
か

コ
ロ
ナ
も
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
た
の
で
広
報
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で

エ
ル
・
コ
ー
プ
と
関
わ
り
の
あ
る
場
所
に
実
際
に
行
っ
て
見
て
、

み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
！

今
回
は
、Ｊ
Ｒ
西
大
路
駅
近
く
に
あ
る
ま
ち
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
併
設
の
カ
フ
ェ
「and happiness.

」

に
行
っ
て
、
代
表
の
宇
野
明
香
さ
ん
に
お
話
を

伺
っ
て
き
ま
し
た
。「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
は

本
を
通
じ
て
人
と
出
会
う
図
書
館
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
る
場
の
こ
と
で
、
全
国
に
１
，
０
０
０

箇
所
以
上
あ
り
ま
す
。

宇
野
さ
ん
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人

happiness

を
立
ち
上
げ
、
未
成
年
の
女
の
子
の

シ
ェ
ル
タ
ー
活
動
や
子
ど
も
食
堂
な
ど
、
地
域
に

根
付
い
た
活
動
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
出
店
の
誘

い
が
あ
り
、
昨
年
５
月
に
「and happiness.

」
を

オ
ー
プ
ン
し
、
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

エ
ル
・
コ
ー
プ
と
は
理
事
会
や
イ
ベ
ン
ト
時
の

お
弁
当
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
ほ
か
、
居
場

所
事
業
の
視
察
・
研
修
先
と
し
て
利
用
さ
せ
て

も
ら
う
な
ど
、
と
て
も
関
わ
り
が
深
い
団
体
で
す
。

「and happiness.

」は
、た
く
さ
ん
の

本
に
囲
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

「and happiness.

」
は
、
住
宅
街
の
中
に
あ
り
、

目
の
前
に
は
公
園
も
あ
り
ま
す
。
飲
み
物
や
ラ
ン

チ
の
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
、
親
子
連
れ
や
会
社
員
、

年
配
の
方
な
ど
幅
広
い
年
代
の
方
が
利
用
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
毎
週
月
曜
日
と
水
曜
日
の

夕
方
か
ら
は
子
ど
も
食
堂
、
月
に
数
回
は
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
い
ろ
い
ろ
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

相
談
会
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
取
材
に
伺
っ
た
時
は
春
休
み
中
で
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
宿
題
を
し
た
り
、

本
を
読
ん
だ
り
カ
ー
ド
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
公
園
で
遊
ぶ
な
ど
し
て
お
り
、
安
心
し
て

楽
し
く
過
ご
せ
る
居
場
所
と
な
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て

実
際
に
様
々
な
問
題
を
抱
え
て

い
な
が
ら
も
自
分
で
は
ど
う
し
て

良
い
か
わ
か
ら
な
い
方
が
来
ら
れ

る
時
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
話
を

聞
い
て
、
ど
こ
に
つ
な
げ
て
い
く

か
、
何
が
必
要
か
な
ど
相
談
に

の
っ
て
、
必
要
で
あ
れ
ば
役
所
な

ど
に
ス
タ
ッ
フ
が
い
っ
し
ょ
に
行
く
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

「
今
後
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
子
ど
も
の
居
場
所

が
広
が
っ
て
い
っ
て
、
そ
こ
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
つ
け

ら
れ
る
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
相
談
窓
口
の
役
目

を
果
た
し
、
支
援
を
受
け
た
い
人
に
手
を
差
し
伸

べ
る
、
そ
ん
な
場
が
広
が
っ
て
い
っ
た
ら
」
と
宇

野
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
エ
ル
・
コ
ー
プ
で
も
た
す
け
あ
い
活

動
拠
点
で
居
場
所
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。
私
た

ち
も
「and happiness.

」
の
よ
う
な
居
場
所
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

宇野明香さん（左）と。  奥にはキッズスペースも

約1,500冊の蔵書は１人３冊まで２週間貸出可

今回伺っ
たのはコ

コ

天井が高く開放感のある店内は
木の香りが漂う落ち着く空間

各支部・委員会からのお知らせ

左京支部 
つながりづくり
今年もご近所の組合員同士の「つながりづくり」をおこ
ないます！！ お渡しする消費材は回転備蓄としても使え
るノンカップ麺 3 種です。
5 月 6 日から配布するチラシをご参照ください。

and happiness.
and happiness.

広報委員会では今後、京都近隣のエル・コープと関わりのあ
る生産者や団体、施設などを取材・見学に行く予定です。（で
きるだけ平日の日中・公共交通機関で行ける範囲）ぜひ広報
委員になって一緒に取材・見学に行きませんか？

広報委員会より

広報委員会
♩おでかけ♩

取材に行ってきました

回
収
す
る
も
の

回
収
し
て
い
な
い
も
の

編集後記 先日取材で「and happiness.」さんへ行ってきた。
ペットボトルのキャップを回収する取り組みを

していると聞いたので、たくさん
持って行った。以前は開発途上国
の子どものワクチンを贈る取り
組みに協力している場所に持っ
て行っていたがなくなり、ずっと
溜めていた。プラごみの削減、
CO2の削減、障がい者施設での作
業による雇用創出、ボールペンな
どにリサイクル。これからも協力
していきたいです
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81



長野県長野市から（株）おびなたの新井さんに来ていただき、
生産者交流会をおこないました。
前半の学習会では、本社のある戸隠のそば畑の写真を見せ

てもらい、その後そばの実の断面図の説明を聴きました。三
角形をしたそばの実の中心部分が１番粉、別名更科粉。中心
から外側にむかって、２番粉、３番粉（甘皮含む）、そば殻となり、
見た目は中心にいくほど色が白く、１番粉は袋の上から触る
ときゅっきゅっとした感じが伝わり、３番粉はふわっとした
感じがするそうです。
また、消費材の乾そばの違いを教えてもらいました。戸隠

そばは、１～３番粉が入っている５割そば。藪そばは、２番
粉３番粉を中心に使った５割そば。更科そばは、１番粉２番
粉を中心に使った５割そば。茶そばには、わたらい茶を使っ
た１番粉２番粉を中心にしたそば粉 35％のそば。戸隠そばだ
けは、中心から甘皮まで全て石臼で挽き込んだ全層紛。他は、
機械を使ったロール挽き製粉です。
注文する時にぜひ参考にして、その違いを楽しんでください。
そば打ち体験では、戸隠産７割のそば粉からそばをつくり

ました。そば打ちは、新井さんが全テーブルを回って、それ
ぞれの工程のこつを実演しながら作業は進んでいきました。
難しく感じましたが、そば粉をこね鉢に入れた時の香りや触っ
た時の感触、水を入れ練っていく時の変
化なども楽しみながらつくることができ
ました。
ざるそばとおやきの試食をして、美味

しく楽しい生産者交流会になりました。

近年数々の賞を受賞されている注目の生産者カタシモワイ
ンフード（株）代表取締役／高井利洋さんをお招きして、生産
者交流会をおこないました。コンセプトはずばり、〝プレミア
ムワインテイスティングwithエル・コープ消費材〟です。
カタシモワインフードは、創業当時から変わらないワイン

づくりの精神である「日本人の味覚に合う上質なワイン」を原
点に、100 年以上ワインをつくり続けて来られた現存する西
日本最古のワイナリーです。高井さんから、日本のワイン消費
の現状にはじまり、数々の困難を色んな工夫で乗り越えてこ
られたことや、地球温暖化の影響がワインの原料である葡萄
栽培にまで影響を及ぼしつつあることなど、興味深いお話を
お聞きした後は、ワインの開け方の実技指導までしていただ
きました。ソムリエナイフなんて初めて、という人にも分かり
やすいコツ、スパークリングワインの静かな栓の抜き方には、
一同ほぉ～と感心・納得でした。
お待ちかねのテイスティングでは、ワイングラスの形でワ

インの味や香りが変わることや、木樽熟成で赤ワインがぐっ
と深みが増すことなどを自分の鼻と舌とで実感し、みなさん
に６種類のプレミアムワインの違いを楽しんでいただきまし
た。また、エル・コープの選りすぐりの消費材で用意した素敵
なおつまみ盛り合わせも、とても好評でしたよ。
今後も「日本人の味覚に合う上質なワイン」を楽しめるよ

うに、プレミアムワインの赤もエル・
コープで扱っていただけるよう高井さ
んにお願いして、大いに盛り上がった
カタシモワインフードとの生産者交流
会を終了しました。

開催報告

［2月15日（木）開催］
生産者：おびなた

会場：ウィングス京都 ２F調理室
（主催：洛中支部）

［2月3日（土）開催］
生産者：カタシモワインフード

会場：バンビオ１番館６Ｆ（長岡京市中央生涯学習センター）
（主催：乙訓支部）

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
か
ら
13
年
。

日
本
各
地
で
原
発
に
反
対
す
る
集
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
京
都
で
は
、
円
山
公
園
音
楽
堂
で
集
会
、
京
都
市

役
所
前
ま
で
デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。

雪
の
ち
ら
つ
く
寒
さ
の
中
、
１
，
１
０
０
名
も
の
市

民
が
参
加
し
ま
し
た
。
生
活
ク
ラ
ブ
京
都
エ
ル
・
コ
ー

プ
か
ら
は
約
20
人
ほ
ど
。
１
，
１
０
０
人
は
京
都
市
の

人
口
約
１
４
５
万
人
と
し
て
、
１
，
３
０
０
人
に
一
人

く
ら
い
。
京
都
こ
そ
、
も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方

が
参
加
し
て
も
ら
え
る
と
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
講
演
は
、
原
発
事
故
の
取
材
を
続
け
て
13
年
、

取
材
回
数
は
１
，
４
０
０
回
を
超
え
る
と
い
う
、
す
ご

い
芸
人
さ
ん
「
お
し
ど
り
マ
コ
・
ケ
ン
」
さ
ん
の
ト
ー
ク
。

東
京
電
力
の
記
者
会
見
に
は
、
２
０
１
３
年
時
点
で
約

60
人
、
２
０
１
６
年
で
約
30

人
と
減
っ
て
い
っ
て
、
去
年
は

つ
い
に
マ
コ
・
ケ
ン
さ
ん
だ
け

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
記
者
会
見

な
ん
て
、
堂
々
と
し
て
い
れ
ば
、

ど
こ
で
も
入
れ
ま
す
！
と
の
こ

と
。
会
見
場
で
、「（
記
者
）
ク

ラ
ブ
入
っ
て
ま
す
か
？
」
と
聞

か
れ
れ
ば
、「
入
っ
て
ま
す
！
（
生

活
ク
ラ
ブ
だ
け
ど
ね
！
）」
と
と

ん
ち
を
き
か
せ
、
堂
々
と
入
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
戦
時
中
の
国

策
漫
才
の
話
か
ら
、
現
在
の
テ
レ
ビ
業
界
で
「
原
発
」

と
い
う
だ
け
で
テ
レ
ビ
に
出
ら
れ
な
く
な
る
問
題
な
ど
、

聞
き
逃
せ
な
い
話
が
満
載
で
し
た
。

お
二
人
は
海
外
で
も
長
年
に
わ
た
っ
て
取
材
を
続
け

て
お
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
高
校
生
が
福
島
に
つ
い
て
細

か
い
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
す
る
ど
い
質
問
を
投
げ
て

く
る
ド
イ
ツ
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
教
訓
「
愚
か
な

市
民
か
ら
愚
か
な
指
導
者
が
出
て
く
る
」
こ
と
か
ら
、
え

ら
い
人
の
言
う
こ
と
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、

一
人
一
人
が
自
分
で
調
べ
て
意
見
を
持
つ
こ
と
が
根
付

い
て
い
る
よ
う
で
す
。

途
中
吹
雪
い
て
く
る
と
、「
ワ
イ
ロ（
賄
賂
）よ
り
〜
？
」

と
コ
ー
ル
に
、私
た
ち
が「
ハ
イ
ロ（
廃
炉
）〜
♪
」と
答
え
、

会
場
に
は
一
体
感
が
。
元
気
が
出
ま
し
た
。

四
条
通
り
〜
河
原
町
通
り
の
片
側
一
車
線
を
封
鎖
し

て
の
デ
モ
は
、
だ
ま
さ
れ
た
と
思
っ
て

一
度
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
爽

快
で
す
♪
沿
道
で
は
本
当
に
多
く
の

方
々
が
あ
た
た
か
く
応
援
し
て
く
だ

さ
り
、胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

プ
ラ
カ
ー
ド
の
絵
は
「
パ
ン
ダ
銭

湯
」
な
ど
で
人
気
の
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い
。
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カタシモワインフードとの生産者交流
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と
い
う
だ
け
で
テ
レ
ビ
に
出
ら
れ
な
く
な
る
問
題
な
ど
、

聞
き
逃
せ
な
い
話
が
満
載
で
し
た
。

と
い
う
だ
け
で
テ
レ
ビ
に
出
ら
れ
な
く
な
る
問
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な
ど
、

か
い
知
識
を
持
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て
い
て
、
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る
ど
い
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問
を
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の
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の
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、
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で
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」
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は
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で
も
長
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お
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す
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の
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が
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質
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を
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お
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は
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も
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に
わ
た
っ
て
取
材
を
続
け

一
人
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が
自
分
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調
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意
見
を
持
つ
こ
と
が
根
付

ら
い
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の
言
う
こ
と
を
鵜
呑
み
に
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の
で
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、

の
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線
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入
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と
と

ん
ち
を
き
か
せ
、
堂
々
と
入
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
戦
時
中
の
国

四
条
通
り
〜
河
原
町
通
り

て
の
デ
モ
は
、
だ
ま
さ
れ
た
と
思
っ
て

一
度
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
爽

快
で
す
♪
沿
道
で
は
本
当
に
多
く
の

方
々
が
あ
た
た
か
く
応
援
し
て
く
だ

さ
り
、胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

プ
ラ
カ
ー
ド
の
絵
は
「
パ
ン
ダ
銭

湯
」
な
ど
で
人
気
の
絵
本
作
家

tupera tupera

さ
ん
作
。
裏
面
は
韓
国
語
・
中
国
語
・

ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
、
多
言
語
で
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
よ
。

153号153号

3 2
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角形をしたそばの実の中心部分が１番粉、別名更科粉。中心
から外側にむかって、２番粉、３番粉（甘皮含む）、そば殻となり、
見た目は中心にいくほど色が白く、１番粉は袋の上から触る
ときゅっきゅっとした感じが伝わり、３番粉はふわっとした
感じがするそうです。
また、消費材の乾そばの違いを教えてもらいました。戸隠

そばは、１～３番粉が入っている５割そば。藪そばは、２番
粉３番粉を中心に使った５割そば。更科そばは、１番粉２番
粉を中心に使った５割そば。茶そばには、わたらい茶を使っ
た１番粉２番粉を中心にしたそば粉 35％のそば。戸隠そばだ
けは、中心から甘皮まで全て石臼で挽き込んだ全層紛。他は、
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日本最古のワイナリーです。高井さんから、日本のワイン消費
の現状にはじまり、数々の困難を色んな工夫で乗り越えてこ
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んにお願いして、大いに盛り上がった
カタシモワインフードとの生産者交流
会を終了しました。

開催報告

［2月15日（木）開催］
生産者：おびなた

会場：ウィングス京都 ２F調理室
（主催：洛中支部）

［2月3日（土）開催］
生産者：カタシモワインフード

会場：バンビオ１番館６Ｆ（長岡京市中央生涯学習センター）
（主催：乙訓支部）
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。
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０
０
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０
０
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０
０
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堂
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ば
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ど
こ
で
も
入
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ま
す
！
と
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。
会
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場
で
、「（
記
者
）
ク
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ブ
入
っ
て
ま
す
か
？
」
と
聞

か
れ
れ
ば
、「
入
っ
て
ま
す
！
（
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ラ
ブ
だ
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ど
ね
！
）」
と
と
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ち
を
き
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せ
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堂
々
と
入
っ

て
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る
そ
う
で
す
。
戦
時
中
の
国

策
漫
才
の
話
か
ら
、
現
在
の
テ
レ
ビ
業
界
で
「
原
発
」

と
い
う
だ
け
で
テ
レ
ビ
に
出
ら
れ
な
く
な
る
問
題
な
ど
、

聞
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逃
せ
な
い
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が
満
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で
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二
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海
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も
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高
校
生
が
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く
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？
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。
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の
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ど
の
生
産
者
も
地
域
の
環
境
保
全
や

国
内
産
原
材
料
に
こ
だ
わ
り
、
生
活
ク

ラ
ブ
の
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
消

費
材
が
私
た
ち
に
届
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私
た
ち
組
合
員

が
、
消
費
材
を
多
く
の
仲
間
と
食
べ
持

続
可
能
な
生
産
を
支
え
て
い
く
こ
と
で
、

地
球
の
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
生
産
者

交
流
会
は
今
後
も
各
支
部
で
開
催
で
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
消
費
材
を
知
っ
て

学
ぶ
機
会
と
し
て
、
ど
ん
ど
ん
開
催
・

参
加
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！　
　
　
　

各
支
部
主
催
19
回
、
理
事
会
主
催
６
回
の
リ
レ
ー

生
産
者
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
目
標
参
加
者

数
の
べ
４
０
０
名
。
の
べ
４
２
６
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
他
支
部
の
組
合
員
と
顔
見
知
り
に
な

る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。
３
月
12
日
「
ゴ
ー

ル
お
祝
い
会
」
で
は
開
催
し
た
生
産
者
交
流
会
の

消
費
材
を
試
食
し
、
各
自
の
心
に
残
っ
た
こ
と
や

お
気
に
入
り
の
消
費
材
な
ど
を
話
し
合
っ
て
〈
知

ろ
う
！
消
費
材
！
リ
レ
ー
生
産
者
交
流
会
〉
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　
　
え
び
等
の
輸
入
生
産
者

「
Ａ
Ｔ
Ｊ
」。
環
境
に
優
し
い
粗
放

養
殖
で
自
然
の
恵
み
を
活
か
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
食

べ
る
こ
と
で
労
働
者
の
生
活
も

安
定
し
ま
す
。
民
衆
交
易
で
す
。

　
　
丹
精
國
鶏
の「
秋
川
牧

園
」。
日
の
当
た
る
解
放
鶏
舎
・

無
投
薬
で
飼
育
さ
れ
た
貴
重
な

国
産
鶏
種
は
り
ま
。
一
羽
丸
ご
と

無
駄
な
く
食
べ
き
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
　
５
回
実
施
。
ノ
ン
カ
ッ
プ

麵
の「
ト
ー
エ
ー
食
品
」
は
工
場

見
学
の
主
婦
の
ひ
と
言
か
ら
ノ

ン
カ
ッ
プ
麵
の
開
発
に
着
手
、
現

在
で
は
ノ
ン
カ
ッ
プ
麵
の
み
を

製
造
。
回
転
備
蓄
と
し
て
重
宝
し

ま
す
。
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
牛
乳

の「
新
生
酪
農
」
は
牛
乳
の
素
晴

ら
し
さ
を
知
り
、
多
く
の
組
合
員

が
飲
ん
で
酪
農
家
を
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
親
子

参
加
が
多
か
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
・
マ
ー
ガ
リ
ン
の「
月
島
食
品

工
業
」
は
子
ど
も
た
ち
に
安
全
な

お
や
つ
を
食
べ
さ
せ
た
い
親
心

を
感
じ
ま
し
た
。
伊
勢
海
苔
の

「
み
え
ぎ
ょ
れ
ん
販
売
」
は
高
品

質
の
海
苔
を
収
穫
で
き
る
か
否

か
は
、
海
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
私
た
ち
の
生
活
に
か
か
っ
て

い
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
み

か
ん
ジ
ュ
ー
ス
の「
日
本
果
実
工

業
」
は
温
州
み
か
ん
の
外
皮
を
剝

き
雑
味
が
ジ
ュ
ー
ス
に
混
入
し

な
い
よ
う
に
生
産
。
外
皮
は
漢
方

薬
の
陳
皮
に
な
り
ま
す
。

　
　
２
回
実
施
。
冷
凍
餃
子
の「
美
勢

商
事
」
は
工
場
内
の
様
子
を
動
画
で
見

ま
し
た
。
鉄
の
フ
ラ
イ
パ
ン
で
の
焼
き

方
の
コ
ツ
は
好
評
で
し
た
。
酢
の「
私
市

醸
造
」
で
は
発
酵
に
時
間
と
手
間
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

３
回
実
施
。

練
り
物
の「
高
橋
徳
治
商
店
」
は
代
表
の

高
橋
英
雄
さ
ん
か
ら
引
き
こ
も
り
の
人

た
ち
と
社
会
と
の
接
点
に
な
る
居
場
所

づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聴
き
ま

し
た
。
ワ
イ
ン
の「
カ
タ
シ
モ
ワ
イ
ン

フ
ー
ド
」
は
自
社
農
園
で
減
農
薬
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
る
百
年
企
業
で
す
。

そ
ば
の「
お
び
な
た
」
は
そ
ば
の
製
粉
や

乾
麵
の
ゆ
で
方
の
説
明
と
そ
ば
打
ち
体

験
を
し
、
打
っ
た
そ
ば
を
囲
ん
で
の
試

食
を
し
ま
し
た
。

　
　
３
回
実
施
。
石
け
ん
の「
エ
ス

ケ
ー
石
鹼
」
は
合
成
洗
剤
を
溶
か
し
た

水
槽
に
鯵
を
泳
が
せ
て
変
化
の
様
子
を

見
る
実
験
映
像
を
見
ま
し
た
。
私
た
ち

が
流
す
排
水
が
河
川
や
海
の
生
物
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

竜
お
う
み
米
の「
竜
王
町
稲
作
経
営

者
研
究
会
」
は
食
の
安
全
性
を
始
め
、

竜
王
町
の
環
境
、
水
、
自
然
を
守
る
米

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ち
り

め
ん
じ
ゃ
こ
の「
兵
庫
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
」
で
は
地
域
の
海
中
は
貧
栄

養
状
態
に
あ
る
こ
と
な
ど
興
味
深
い
話

が
聴
け
ま
し
た
。

２０２３年度  生活クラブ京都エル・コープ設立３０周年を記念し、
〈知ろう！消費材！リレー生産者交流会〉を企画しました。多くの組合員に消費材を知ってほしい！

との思いから支部を越えて参加できる生産者交流会としました。

　
　
６
回
実
施
。「
ヴ
ィ
ボ
ン
」
の
エ

キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

は
国
際
規
格
よ
り
も
更
に
厳
し
い
自
主

基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。
豆
腐
、
揚
げ

の「
豆
伍
心
」
は
シ
ン
プ
ル
な
原
材
料
な

だ
け
に
技
術
力
が
必
要
な
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
パ
ス
タ
の「
ニ
ュ
ー
オ
オ
ク

ボ
」
は
小
麦
粉
や
製
造
方
法
に
こ
だ
わ

り
が
あ
り
ま
す
。
生
芋
こ
ん
に
ゃ
く
の

「
大
矢
商
店
」
で
は
希
少
な
こ
ん
に
ゃ
く

芋
で
こ
ん
に
ゃ
く
を
つ
く
り
試
食
。
和

洋
菓
子「
丸
き
ん
ま
ん
じ
ゅ
う
」
の
あ
ん

こ
は
、
自
社
で
手
間
暇
か
け
て
丁
寧
に

無
添
加
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
河

み
り
ん
の「
角
谷
文
治
郎
商
店
」

は
み
り
ん
の
歴
史
や
製
造
方
法

に
触
れ
、
市
販
品
と
の
違
い

を
知
り
消
費
材
の
凄
さ
を

認
識
し
ま
し
た
。
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。
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蜜
の「
ス
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ー
エ
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ト
」
は
採
蜜
体
験
や
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種
の
味
比
べ

を
し
ま
し
た
。

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の「
コ
ー
ミ
」
は

無
着
色
、
化
学
調
味
料
不
使
用
で
国
産

ト
マ
ト
本
来
の
風
味
が
活
き
て
い
ま
す
。

加
工
用
ト
マ
ト
の
産
地
を
広
げ
国
産
の

原
料
を
守
る
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

「
黒
姫
和
漢
薬
研
究
所
」
は
薬
草

を
守
る
た
め
に
会
社
を
あ
げ
て
産

地
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
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ど
の
生
産
者
も
地
域
の
環
境
保
全
や

国
内
産
原
材
料
に
こ
だ
わ
り
、
生
活
ク

ラ
ブ
の
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
消

費
材
が
私
た
ち
に
届
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私
た
ち
組
合
員

が
、
消
費
材
を
多
く
の
仲
間
と
食
べ
持

続
可
能
な
生
産
を
支
え
て
い
く
こ
と
で
、

地
球
の
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
生
産
者

交
流
会
は
今
後
も
各
支
部
で
開
催
で
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
消
費
材
を
知
っ
て

学
ぶ
機
会
と
し
て
、
ど
ん
ど
ん
開
催
・

参
加
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！　
　
　
　

各
支
部
主
催
19
回
、
理
事
会
主
催
６
回
の
リ
レ
ー

生
産
者
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
目
標
参
加
者

数
の
べ
４
０
０
名
。
の
べ
４
２
６
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
他
支
部
の
組
合
員
と
顔
見
知
り
に
な

る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。
３
月
12
日
「
ゴ
ー

ル
お
祝
い
会
」
で
は
開
催
し
た
生
産
者
交
流
会
の

消
費
材
を
試
食
し
、
各
自
の
心
に
残
っ
た
こ
と
や

お
気
に
入
り
の
消
費
材
な
ど
を
話
し
合
っ
て
〈
知

ろ
う
！
消
費
材
！
リ
レ
ー
生
産
者
交
流
会
〉
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　
　
え
び
等
の
輸
入
生
産
者

「
Ａ
Ｔ
Ｊ
」。
環
境
に
優
し
い
粗
放

養
殖
で
自
然
の
恵
み
を
活
か
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
食

べ
る
こ
と
で
労
働
者
の
生
活
も

安
定
し
ま
す
。
民
衆
交
易
で
す
。

　
　
丹
精
國
鶏
の「
秋
川
牧

園
」。
日
の
当
た
る
解
放
鶏
舎
・

無
投
薬
で
飼
育
さ
れ
た
貴
重
な

国
産
鶏
種
は
り
ま
。
一
羽
丸
ご
と

無
駄
な
く
食
べ
き
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
　
５
回
実
施
。
ノ
ン
カ
ッ
プ

麵
の「
ト
ー
エ
ー
食
品
」
は
工
場

見
学
の
主
婦
の
ひ
と
言
か
ら
ノ

ン
カ
ッ
プ
麵
の
開
発
に
着
手
、
現

在
で
は
ノ
ン
カ
ッ
プ
麵
の
み
を

製
造
。
回
転
備
蓄
と
し
て
重
宝
し

ま
す
。
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
牛
乳

の「
新
生
酪
農
」
は
牛
乳
の
素
晴

ら
し
さ
を
知
り
、
多
く
の
組
合
員

が
飲
ん
で
酪
農
家
を
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
親
子

参
加
が
多
か
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
・
マ
ー
ガ
リ
ン
の「
月
島
食
品

工
業
」
は
子
ど
も
た
ち
に
安
全
な

お
や
つ
を
食
べ
さ
せ
た
い
親
心

を
感
じ
ま
し
た
。
伊
勢
海
苔
の

「
み
え
ぎ
ょ
れ
ん
販
売
」
は
高
品

質
の
海
苔
を
収
穫
で
き
る
か
否

か
は
、
海
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
私
た
ち
の
生
活
に
か
か
っ
て

い
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
み

か
ん
ジ
ュ
ー
ス
の「
日
本
果
実
工

業
」
は
温
州
み
か
ん
の
外
皮
を
剝

き
雑
味
が
ジ
ュ
ー
ス
に
混
入
し

な
い
よ
う
に
生
産
。
外
皮
は
漢
方

薬
の
陳
皮
に
な
り
ま
す
。

　
　
２
回
実
施
。
冷
凍
餃
子
の「
美
勢

商
事
」
は
工
場
内
の
様
子
を
動
画
で
見

ま
し
た
。
鉄
の
フ
ラ
イ
パ
ン
で
の
焼
き

方
の
コ
ツ
は
好
評
で
し
た
。
酢
の「
私
市

醸
造
」
で
は
発
酵
に
時
間
と
手
間
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

３
回
実
施
。

練
り
物
の「
高
橋
徳
治
商
店
」
は
代
表
の

高
橋
英
雄
さ
ん
か
ら
引
き
こ
も
り
の
人

た
ち
と
社
会
と
の
接
点
に
な
る
居
場
所

づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聴
き
ま

し
た
。
ワ
イ
ン
の「
カ
タ
シ
モ
ワ
イ
ン

フ
ー
ド
」
は
自
社
農
園
で
減
農
薬
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
る
百
年
企
業
で
す
。

そ
ば
の「
お
び
な
た
」
は
そ
ば
の
製
粉
や

乾
麵
の
ゆ
で
方
の
説
明
と
そ
ば
打
ち
体

験
を
し
、
打
っ
た
そ
ば
を
囲
ん
で
の
試

食
を
し
ま
し
た
。

　
　
３
回
実
施
。
石
け
ん
の「
エ
ス

ケ
ー
石
鹼
」
は
合
成
洗
剤
を
溶
か
し
た

水
槽
に
鯵
を
泳
が
せ
て
変
化
の
様
子
を

見
る
実
験
映
像
を
見
ま
し
た
。
私
た
ち

が
流
す
排
水
が
河
川
や
海
の
生
物
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

竜
お
う
み
米
の「
竜
王
町
稲
作
経
営

者
研
究
会
」
は
食
の
安
全
性
を
始
め
、

竜
王
町
の
環
境
、
水
、
自
然
を
守
る
米

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ち
り

め
ん
じ
ゃ
こ
の「
兵
庫
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
」
で
は
地
域
の
海
中
は
貧
栄

養
状
態
に
あ
る
こ
と
な
ど
興
味
深
い
話

が
聴
け
ま
し
た
。

２０２３年度  生活クラブ京都エル・コープ設立３０周年を記念し、
〈知ろう！消費材！リレー生産者交流会〉を企画しました。多くの組合員に消費材を知ってほしい！

との思いから支部を越えて参加できる生産者交流会としました。

　
　
６
回
実
施
。「
ヴ
ィ
ボ
ン
」
の
エ

キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

は
国
際
規
格
よ
り
も
更
に
厳
し
い
自
主

基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。
豆
腐
、
揚
げ

の「
豆
伍
心
」
は
シ
ン
プ
ル
な
原
材
料
な

だ
け
に
技
術
力
が
必
要
な
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
パ
ス
タ
の「
ニ
ュ
ー
オ
オ
ク

ボ
」
は
小
麦
粉
や
製
造
方
法
に
こ
だ
わ

り
が
あ
り
ま
す
。
生
芋
こ
ん
に
ゃ
く
の

「
大
矢
商
店
」
で
は
希
少
な
こ
ん
に
ゃ
く

芋
で
こ
ん
に
ゃ
く
を
つ
く
り
試
食
。
和

洋
菓
子「
丸
き
ん
ま
ん
じ
ゅ
う
」
の
あ
ん

こ
は
、
自
社
で
手
間
暇
か
け
て
丁
寧
に

無
添
加
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
河

み
り
ん
の「
角
谷
文
治
郎
商
店
」

は
み
り
ん
の
歴
史
や
製
造
方
法

に
触
れ
、
市
販
品
と
の
違
い

を
知
り
消
費
材
の
凄
さ
を

認
識
し
ま
し
た
。
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。
蜂
蜜
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ス
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ー
エ

イ
ト
」
は
採
蜜
体
験
や
７
種
の
味
比
べ

を
し
ま
し
た
。

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の「
コ
ー
ミ
」
は

無
着
色
、
化
学
調
味
料
不
使
用
で
国
産

ト
マ
ト
本
来
の
風
味
が
活
き
て
い
ま
す
。

加
工
用
ト
マ
ト
の
産
地
を
広
げ
国
産
の

原
料
を
守
る
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

「
黒
姫
和
漢
薬
研
究
所
」
は
薬
草

を
守
る
た
め
に
会
社
を
あ
げ
て
産

地
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

10月 6月 4月

温州みかん
ジュース

まぐろ油漬

まぐろ油漬

パスチャライズド牛乳

も
め
ん

スパゲティ

生乳100%
ヨーグルト

生
乳
100%

ヨ
ー
グ
ル
ト

食酢

三
河

  

み
り
ん

三
河

  

み
り
ん

ミル
クチ
ョコ
レー
ト

th
４月５月７月

６月10月

11月 ９月

２月

5
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●放射線測定活動報告 ●東センター太陽光発電ありがとSUN発電状況

宇治市

亀岡市

城陽市

八幡市

久御山町

京田辺市

宇治田原町

木津川市精華町

左京区

北区

上京区
中京区
下京区

南区

久我
羽束師

右京区

伏見区
伏見東

山科区西京区

向日市向日市

長岡京市長岡京市

大山崎町大山崎町

東山区東山区

久我
羽束師

0.107洛北

2024年3月測定

単位：μSv /h

【東センター太陽光発電「ありがとSUN」発電とは】 
組合員のみなさんの出資金と設置の際に募集した特別増資
を活用して、山科区にある東センターの屋根に 32kWの太
陽光発電所を設置。2014年10月から発電事業をおこなって
います。つくられた電気は生活クラブグループの電力会社
の「（株）生活クラブエナジー」に売電しています。

【空間放射線量測定値とは】
生活クラブ京都エル・コープでは、2013年5月から10名ほどの組合員が毎月、同じ地点、同じ
機器で自分の地域の空気中の放射線量を測定しています。測定機器の操作方法を知っておくこ
とや数値の変化から、事故等の際に気づく可能性を高めることを目的としています。
測定方法は、京都府内の屋外・室内で、地上 1m及び 5cm地点の空間放射線量を測定。本紙では、
各支部 1 カ所について、１ｍでの測定値のみを掲載。単位：μSv/ｈ（マイクロシーベルト毎時）。

エッコロ委員会

エピソードを
お寄せください

https://bit.ly/3BVMgO1

QRコードからGoogleフォームで、またはお好きな用紙に記入し配送時に「エッコロ委員会宛
て」で提出してください。字数等の制限は特にありません。お名前・支部を明記してください。
お寄せいただいたエピソードはエッコロ委員会においてエッコロニュースまたは組合員活動
で活用させていただきます。（寄稿者の実名は伏せて活用します）

12月から４ヵ月にわたって開催したエッコロ連続講
座は、コロナ禍を経て浮き彫りになってきた生きづら
さを抱えている子どもによりそう方法を知りたいと企
画しました。具体的に自分たちがそのようなよりそい
をしたいと検討し、第一回目は現役の中学校教諭の若
松栄一先生、第二回目は特定非営利活動法人
happiness代表／宇野明香氏、第三回目はオープンス
ペース祐の風代表藤原祐子氏と子どもに関わるお仕
事や活動をされている方々をお招きし、第四回目は参
加者での振り返りフリートークの機会にし、連続講座
としました。

第一回目は若松先生からは、現役教諭の視点からの
中学生世代の現状課題、学校へ行きづらい子どもたち
向けに設定された不登校特例校制度とその認定を受
けた洛友中学校についてのお話をしていただきまし
た。
第二回目の宇野さんからは、ご自身の経験から同じ
境遇の子どもたちへどのように寄り添えるのかを試
行錯誤しながら進んできたこれまでとこれからしたい
ことなどのお話を伺いました。
第三回目は藤原さんが教諭として取り組んできた

ことと実際ご自身の子育てで感じた差異からそれぞ
れの子どもが持つ特徴を捉え、お互いにストレスを軽
減させる方法を伝え親と子の居場所をつくっている
ことをお話しいただきました。
第四回目はフリートークとして、これまでの講座を

受けて感じたことと、これから取り組みたいことなど
思い思いに語り合い、聴き合いました。
子どもの心によりそう、という表現は一見、家族や
見知った子どものことを思い浮かべるかと思うのです
が、今回開催して感じているのは最終的には自分の心

に向き合い、自分を認めることが誰かの心にアプロー
チする第一歩ではないかということです。実際、各回
の参加者の皆さんとのフリートークの際にはそれぞれ
が抱えている思いを話していただき共有することで、
誰かに受け止めてもらえた安堵感のようなものが感
じられました。ひとは、心地よいと感じられる場所が
いくつもあることでより安心感を得ることができると
思います。まず自分が安心感を持てることで不安で
いっぱいになっている子どものこころにもよりそうこ
とができます。エッコロ委員会の主催講座やエル・コー
プの活動が組合員のみなさんの心地よい場所になる
といいなと思うとともに、このような場をみんなでつ
くっていこうと参加者のみなさんに考えてもらうきっ
かけになったのではないかと感じました。
また、今回の講座ではひとりで考えているだけでは
わからないことを専門で取り組まれている方に聞かせ
てもらうことで腑に落ちたことが多くありました。わ
からないことがわかったことでも安心を感じられます。
これからもたすけあいやつながりづくりに関わること
について組合員が知りたい学びたいと感じる企画を
提案できたらと思います。

防
災
と
減
災

す
ぐ
で
き
る

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

グ
ラ
っ
と
き
た
ら
、ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
、揺
れ
が
お
さ

ま
っ
た
ら
、火
の
始
末（
ガ
ス
コ
ン
ロ
、ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
消

す
）、ド
ア
を
開
け
る
、そ
し
て
逃
げ
て
く
だ
さ
い
！

そなえよう！

防災と減災のちがい
「防災」は災害を未然
に防ぐことに対して、

「減災」は災害が起き
た時に被害を最小限に
おさえることです。

カ
タ
ロ
グ
で
見
る
防
災
用
品

防
災
用
品
を
備
え
て
お
く
と
い
い
、と
わ
か
っ
て
い
て
も
、

一
度
に
買
う
と
た
く
さ
ん
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

市
販
品
で「
防
災
セ
ッ
ト
」と
い
っ
た
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
と

り
あ
え
ず
必
要
な
３
日
分
く
ら
い
が
ま
と
ま
っ
た
も
の
も

売
っ
て
い
ま
す
が
、カ
タ
ロ
グ
に
も
防
災
食
・
防
災
グ
ッ
ズ

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。普
段
注
文
す
る
時
に
い
っ
し
ょ
に

少
し
ず
つ
備
え
ま
せ
ん
か
？

最
近
は
、い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
増
え
て
い
ま
す
。非
常
時
な

の
で
、と
り
あ
え
ず
は
食
料
・
水
が
あ
れ
ば
い
い
と
も
思
い

ま
す
が
、そ
ん
な
時
も
少
し
で
も
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
消

費
材
や
信
頼
で
き
る
も
の
を
利
用
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

一
度
買
っ
た
か
ら
し
ば
ら
く
安
心
！
と
い
う
よ
り
、日
常
的

に
使
い
な
が
ら
使
っ
た
分
だ
け
備
え
る「
回
転
備
蓄
」を
お

す
す
め
し
ま
す
。

乳
幼
児
や
高
齢
者
の
い
る
家
庭
や
慢
性
疾
患
、食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
り
す
る
人
の
食
事
は
更
に
大
切
に
な
り
ま

す
。で
き
る
だ
け
普
段
の
状
態
に
近
い
食
事
が
で
き
る
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
合
っ
た
食
品
を
最
低
２
週
間
分
、備
蓄
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

・
乳
幼
児
に
は
粉
ミ
ル
ク
・
液
体
ミ
ル
ク
、離
乳
食
の
び
ん

詰
や
レ
ト
ル
ト
も
の

・
高
齢
者
や
体
力
が
落
ち
た
時
な
ど
を
想
定
し
て
、レ
ト
ル

ト
の
お
か
ゆ
、即
席
の
み
そ
汁
な
ど
。

・
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
食
べ
や
す
い「
美
食
百
彩
」シ
リ
ー
ズ

が
お
す
す
め
で
す
。長
期
保
存
で
き
ま
す
。

〈
例
〉

●
牛
バ
ラ
の
肉
の
や
わ
ら
か
煮（
常
温
２
７
０
日
保
存
可
）

●
や
わ
ら
か
豚
な
ん
こ
つ
煮（
常
温
１
８
０
日
保
存
可
）

●
に
し
ん
と
昆
布
の
煮
付
け（
常
温
１
８
０
日
保
存
可
）な
ど

給付
No.

9 9困ったとき・手伝ってほしいときのケア
4 2集団託児ケア
3 1組合員活動を支えるケア

12 4子育て中・介護中の加入者がリフレッシュ
したいとき、儀式や行事に参加するときのケア

14 7

2

共同購入品を預かってほしい・届けてほしい
ときのケア

16 誕生日のお祝い（満60歳以降10年ごとに）
17 3出産のお祝い

件数項目

●2月度の給付ケア件数

水 カセットボンベ

大人２人、１週間分の備蓄の目安は？

42ℓ
（１人あたり１週間21ℓ）

12本
（１人あたり１週間6本）

6個 1.8kg

6個
パスタソースなど

レトルト食品

その他
野菜や果物の缶ジュースや缶詰、ドライフルー
ツ、フリーズドライの汁物（みそ汁やスープな
ど）、飴やようかん、せんべい、チョコレート、
ビスケットなど

即席めん

4kg

米

本

18缶 6個

カレーやスープ

18個

乾めん
そうめん・パスタなど

缶詰
肉・魚・豆・野菜など

生
活
ク
ラ
ブ
の「
ビ
オ
サ
ポ
レ
シ
ピ
」Ｈ
Ｐ・
コ
ラ
ム
読
み
物『
災
害
時
こ
そ
い
つ

も
の
味
で
安
心
を
！「
回
転
備
蓄
は
何
を
ど
の
く
ら
い
？
』よ
り

https://recipe.seikatsuclub.coop/new
s_story_detail.htm

-
l?NTC=1000001676

「子どもの心によりそう方法」
みなさんと考えてみました

～エッコロ連続学習会～

「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」
飲料用・調理用

さやか

ゆう
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●放射線測定活動報告 ●東センター太陽光発電ありがとSUN発電状況
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長岡京市長岡京市

大山崎町大山崎町

東山区東山区

久我
羽束師

0.107洛北

2024年3月測定

単位：μSv /h

【東センター太陽光発電「ありがとSUN」発電とは】 
組合員のみなさんの出資金と設置の際に募集した特別増資
を活用して、山科区にある東センターの屋根に 32kWの太
陽光発電所を設置。2014年10月から発電事業をおこなって
います。つくられた電気は生活クラブグループの電力会社
の「（株）生活クラブエナジー」に売電しています。

【空間放射線量測定値とは】
生活クラブ京都エル・コープでは、2013年5月から10名ほどの組合員が毎月、同じ地点、同じ
機器で自分の地域の空気中の放射線量を測定しています。測定機器の操作方法を知っておくこ
とや数値の変化から、事故等の際に気づく可能性を高めることを目的としています。
測定方法は、京都府内の屋外・室内で、地上 1m及び 5cm地点の空間放射線量を測定。本紙では、
各支部 1 カ所について、１ｍでの測定値のみを掲載。単位：μSv/ｈ（マイクロシーベルト毎時）。

エッコロ委員会

エピソードを
お寄せください

https://bit.ly/3BVMgO1

QRコードからGoogleフォームで、またはお好きな用紙に記入し配送時に「エッコロ委員会宛
て」で提出してください。字数等の制限は特にありません。お名前・支部を明記してください。
お寄せいただいたエピソードはエッコロ委員会においてエッコロニュースまたは組合員活動
で活用させていただきます。（寄稿者の実名は伏せて活用します）

12月から４ヵ月にわたって開催したエッコロ連続講
座は、コロナ禍を経て浮き彫りになってきた生きづら
さを抱えている子どもによりそう方法を知りたいと企
画しました。具体的に自分たちがそのようなよりそい
をしたいと検討し、第一回目は現役の中学校教諭の若
松栄一先生、第二回目は特定非営利活動法人
happiness代表／宇野明香氏、第三回目はオープンス
ペース祐の風代表藤原祐子氏と子どもに関わるお仕
事や活動をされている方々をお招きし、第四回目は参
加者での振り返りフリートークの機会にし、連続講座
としました。

第一回目は若松先生からは、現役教諭の視点からの
中学生世代の現状課題、学校へ行きづらい子どもたち
向けに設定された不登校特例校制度とその認定を受
けた洛友中学校についてのお話をしていただきまし
た。
第二回目の宇野さんからは、ご自身の経験から同じ
境遇の子どもたちへどのように寄り添えるのかを試
行錯誤しながら進んできたこれまでとこれからしたい
ことなどのお話を伺いました。
第三回目は藤原さんが教諭として取り組んできた

ことと実際ご自身の子育てで感じた差異からそれぞ
れの子どもが持つ特徴を捉え、お互いにストレスを軽
減させる方法を伝え親と子の居場所をつくっている
ことをお話しいただきました。
第四回目はフリートークとして、これまでの講座を

受けて感じたことと、これから取り組みたいことなど
思い思いに語り合い、聴き合いました。
子どもの心によりそう、という表現は一見、家族や
見知った子どものことを思い浮かべるかと思うのです
が、今回開催して感じているのは最終的には自分の心

に向き合い、自分を認めることが誰かの心にアプロー
チする第一歩ではないかということです。実際、各回
の参加者の皆さんとのフリートークの際にはそれぞれ
が抱えている思いを話していただき共有することで、
誰かに受け止めてもらえた安堵感のようなものが感
じられました。ひとは、心地よいと感じられる場所が
いくつもあることでより安心感を得ることができると
思います。まず自分が安心感を持てることで不安で
いっぱいになっている子どものこころにもよりそうこ
とができます。エッコロ委員会の主催講座やエル・コー
プの活動が組合員のみなさんの心地よい場所になる
といいなと思うとともに、このような場をみんなでつ
くっていこうと参加者のみなさんに考えてもらうきっ
かけになったのではないかと感じました。
また、今回の講座ではひとりで考えているだけでは
わからないことを専門で取り組まれている方に聞かせ
てもらうことで腑に落ちたことが多くありました。わ
からないことがわかったことでも安心を感じられます。
これからもたすけあいやつながりづくりに関わること
について組合員が知りたい学びたいと感じる企画を
提案できたらと思います。
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そなえよう！

防災と減災のちがい
「防災」は災害を未然
に防ぐことに対して、

「減災」は災害が起き
た時に被害を最小限に
おさえることです。
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状
態
に
近
い
食
事
が
で
き
る
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
合
っ
た
食
品
を
最
低
２
週
間
分
、備
蓄
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

・
乳
幼
児
に
は
粉
ミ
ル
ク
・
液
体
ミ
ル
ク
、離
乳
食
の
び
ん

詰
や
レ
ト
ル
ト
も
の

・
高
齢
者
や
体
力
が
落
ち
た
時
な
ど
を
想
定
し
て
、レ
ト
ル

ト
の
お
か
ゆ
、即
席
の
み
そ
汁
な
ど
。

・
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
食
べ
や
す
い「
美
食
百
彩
」シ
リ
ー
ズ

が
お
す
す
め
で
す
。長
期
保
存
で
き
ま
す
。

〈
例
〉

●
牛
バ
ラ
の
肉
の
や
わ
ら
か
煮（
常
温
２
７
０
日
保
存
可
）

●
や
わ
ら
か
豚
な
ん
こ
つ
煮（
常
温
１
８
０
日
保
存
可
）

●
に
し
ん
と
昆
布
の
煮
付
け（
常
温
１
８
０
日
保
存
可
）な
ど

給付
No.

9 9困ったとき・手伝ってほしいときのケア
4 2集団託児ケア
3 1組合員活動を支えるケア

12 4子育て中・介護中の加入者がリフレッシュ
したいとき、儀式や行事に参加するときのケア

14 7

2

共同購入品を預かってほしい・届けてほしい
ときのケア

16 誕生日のお祝い（満60歳以降10年ごとに）
17 3出産のお祝い

件数項目

●2月度の給付ケア件数

水 カセットボンベ

大人２人、１週間分の備蓄の目安は？

42ℓ
（１人あたり１週間21ℓ）

12本
（１人あたり１週間6本）

6個 1.8kg

6個
パスタソースなど

レトルト食品

その他
野菜や果物の缶ジュースや缶詰、ドライフルー
ツ、フリーズドライの汁物（みそ汁やスープな
ど）、飴やようかん、せんべい、チョコレート、
ビスケットなど

即席めん

4kg

米

本

18缶 6個

カレーやスープ

18個

乾めん
そうめん・パスタなど

缶詰
肉・魚・豆・野菜など

生
活
ク
ラ
ブ
の「
ビ
オ
サ
ポ
レ
シ
ピ
」Ｈ
Ｐ・
コ
ラ
ム
読
み
物『
災
害
時
こ
そ
い
つ

も
の
味
で
安
心
を
！「
回
転
備
蓄
は
何
を
ど
の
く
ら
い
？
』よ
り

https://recipe.seikatsuclub.coop/new
s_story_detail.htm

-
l?NTC=1000001676

「子どもの心によりそう方法」
みなさんと考えてみました

～エッコロ連続学習会～

「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」「子どもの心によりそう方法」
飲料用・調理用

さやか

ゆう
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次号、154号は
2024年6月3日発行です

ht tp: //kyoto.seikatsuclub.coop
はウェブサイトでも閲覧できるようになりました！

生活クラブ京都エル・コープ  組織状況（３月度）

組合員数：6,584名　前月比38名減
供 給 高：125,678,555円（一人当たり19,088円）

理事会だより
2023年度  第10 回  理事会報告

（2024年4月1日開催）

＝討議検討事項＝
・たすけあい活動拠点における介護保険事業および障がい福
祉事業への参入について討議検討しました。

・2023年度総代会議案内容について討議検討しました。

＝討議決定事項＝
・2024年度役員定数および理事会推薦役員の決定・役員選
挙の実施について討議し、決定しました。

＝報告承認事項＝
・西センターを活用したたすけあい活動拠点の改装基本設計
について、承認しました。

・WEB加入システムが5月から導入されることを承認しまし
た。

・エル子育てサポーター養成講座修了者とその後の具体的な
活動について承認しました。

＝報告確認事項＝
・2023年度支部大会成立状況を確認し、すべての支部で支
部大会が成立したことを確認しました。

ほか

ht tp: //kyoto.seikatsuclub.coop

一乗寺くらぶルームだより
ウェブサイトで閲覧できるようになりました！ウェブサイトで閲覧できるようになりました！

生活クラブ京都
エル・コープ機関紙
発行責任：理事会
編集責任：広報委員会
組合員数：6,584名
（2024.3.20現在）

No.153
2024.05.06 回

収
す
る
も
の

・
ピ
ッ
キ
ン
グ
袋

（
消
費
材
が
入
っ
て
く
る
ラ
ベ
ル
が
付
い
た
袋

　

↓
ラ
ベ
ル
は
引
き
ち
ぎ
っ
て
返
し
て
く
だ
さ
い
！

野
菜
が
入
っ
て
届
く
手
付
き
の
袋
）

・
卵
の
パ
ッ
ク

（
汚
れ
た
り
、
破
れ
て
い
な
い
も
の
。
温
泉
卵
の
容
器
は×

）

・
牛
乳
び
ん

・
牛
乳
び
ん
の
ふ
た
と
サ
イ
ド
ス
コ
ア
ー

（
＝
ふ
た
の
す
ぐ
下
の
部
分
）

・
Ｒ
マ
ー
ク
の
付
い
た
び
ん

（
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
用
、
広
口
び
ん
、
中
口
び
ん
、

３
６
０
㎖
、
５
０
０
㎖
、
９
０
０
㎖
の
６
種
類
）

・
一
升
び
ん

・
配
送
に
使
う
も
の

折
り
た
た
み
コ
ン
テ
ナ
や
白
い
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
、
保
冷

剤
、
青
い
仕
切
り
や
ス
ポ
ン
ジ
状
の
仕
切
り

・
カ
タ
ロ
グ
を
入
れ
て
い
る
通
い
袋

知
っ
て
ま
し
た
か
？
こ
ん
な
こ
と
や
あ
ん
な
こ
と
。

加
入
説
明
の
時
に
聞
い
た
気
が
す
る
け
ど
、
ど
う
す
る

ん
だ
っ
た
か
な
？

生
活
ク
ラ
ブ
を
上
手
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
、
加

入
し
た
ば
か
り
の
方
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
組
合
員
さ
ん
ま
で

み
な
さ
ん
に
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
毎

回
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
「
回
収
す
る
も
の
」

「
回
収
し
て
い
な
い
も
の
」
に
つ
い
て
で
す
。

回
収
し
て
い
な
い
も
の

・
カ
タ
ロ
グ
類

・
Ｒ
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
な
い
び
ん

・
牛
乳
び
ん
以
外
の
ふ
た

How to回
収
し
て
い
な
い
も
の

回
収
す
る
も
の

and happiness.
京都市南区唐橋平垣町24-4
メイツ京都西大路
ハミングサロン内
TEL. 050-5218-9179
定休日：木曜日
営業時間：火・金・土・日
／10：00ー19：00
月・水／10：00ー16：00
※ラストオーダーは営業終了時刻の
30分前

さ
や
か

コ
ロ
ナ
も
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
た
の
で
広
報
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で

エ
ル
・
コ
ー
プ
と
関
わ
り
の
あ
る
場
所
に
実
際
に
行
っ
て
見
て
、

み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
！

今
回
は
、Ｊ
Ｒ
西
大
路
駅
近
く
に
あ
る
ま
ち
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
併
設
の
カ
フ
ェ
「and happiness.

」

に
行
っ
て
、
代
表
の
宇
野
明
香
さ
ん
に
お
話
を

伺
っ
て
き
ま
し
た
。「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
は

本
を
通
じ
て
人
と
出
会
う
図
書
館
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
る
場
の
こ
と
で
、
全
国
に
１
，
０
０
０

箇
所
以
上
あ
り
ま
す
。

宇
野
さ
ん
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人

happiness

を
立
ち
上
げ
、
未
成
年
の
女
の
子
の

シ
ェ
ル
タ
ー
活
動
や
子
ど
も
食
堂
な
ど
、
地
域
に

根
付
い
た
活
動
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
出
店
の
誘

い
が
あ
り
、
昨
年
５
月
に
「and happiness.

」
を

オ
ー
プ
ン
し
、
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

エ
ル
・
コ
ー
プ
と
は
理
事
会
や
イ
ベ
ン
ト
時
の

お
弁
当
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
ほ
か
、
居
場

所
事
業
の
視
察
・
研
修
先
と
し
て
利
用
さ
せ
て

も
ら
う
な
ど
、
と
て
も
関
わ
り
が
深
い
団
体
で
す
。

「and happiness.

」は
、た
く
さ
ん
の

本
に
囲
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

「and happiness.

」
は
、
住
宅
街
の
中
に
あ
り
、

目
の
前
に
は
公
園
も
あ
り
ま
す
。
飲
み
物
や
ラ
ン

チ
の
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
、
親
子
連
れ
や
会
社
員
、

年
配
の
方
な
ど
幅
広
い
年
代
の
方
が
利
用
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
毎
週
月
曜
日
と
水
曜
日
の

夕
方
か
ら
は
子
ど
も
食
堂
、
月
に
数
回
は
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
い
ろ
い
ろ
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

相
談
会
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
取
材
に
伺
っ
た
時
は
春
休
み
中
で
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
宿
題
を
し
た
り
、

本
を
読
ん
だ
り
カ
ー
ド
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
公
園
で
遊
ぶ
な
ど
し
て
お
り
、
安
心
し
て

楽
し
く
過
ご
せ
る
居
場
所
と
な
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て

実
際
に
様
々
な
問
題
を
抱
え
て

い
な
が
ら
も
自
分
で
は
ど
う
し
て

良
い
か
わ
か
ら
な
い
方
が
来
ら
れ

る
時
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
話
を

聞
い
て
、
ど
こ
に
つ
な
げ
て
い
く

か
、
何
が
必
要
か
な
ど
相
談
に

の
っ
て
、
必
要
で
あ
れ
ば
役
所
な

ど
に
ス
タ
ッ
フ
が
い
っ
し
ょ
に
行
く
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

「
今
後
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
子
ど
も
の
居
場
所

が
広
が
っ
て
い
っ
て
、
そ
こ
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
つ
け

ら
れ
る
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
相
談
窓
口
の
役
目

を
果
た
し
、
支
援
を
受
け
た
い
人
に
手
を
差
し
伸

べ
る
、
そ
ん
な
場
が
広
が
っ
て
い
っ
た
ら
」
と
宇

野
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
エ
ル
・
コ
ー
プ
で
も
た
す
け
あ
い
活

動
拠
点
で
居
場
所
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。
私
た

ち
も
「and happiness.

」
の
よ
う
な
居
場
所
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

宇野明香さん（左）と。  奥にはキッズスペースも

約1,500冊の蔵書は１人３冊まで２週間貸出可

今回伺っ
たのはコ

コ

天井が高く開放感のある店内は
木の香りが漂う落ち着く空間

各支部・委員会からのお知らせ

左京支部 
つながりづくり
今年もご近所の組合員同士の「つながりづくり」をおこ
ないます！！ お渡しする消費材は回転備蓄としても使え
るノンカップ麺 3 種です。
5 月 6 日から配布するチラシをご参照ください。

and happiness.
and happiness.

広報委員会では今後、京都近隣のエル・コープと関わりのあ
る生産者や団体、施設などを取材・見学に行く予定です。（で
きるだけ平日の日中・公共交通機関で行ける範囲）ぜひ広報
委員になって一緒に取材・見学に行きませんか？

広報委員会より

広報委員会
♩おでかけ♩

取材に行ってきました

回
収
す
る
も
の

回
収
し
て
い
な
い
も
の

編集後記 先日取材で「and happiness.」さんへ行ってきた。
ペットボトルのキャップを回収する取り組みを

していると聞いたので、たくさん
持って行った。以前は開発途上国
の子どものワクチンを贈る取り
組みに協力している場所に持っ
て行っていたがなくなり、ずっと
溜めていた。プラごみの削減、
CO2の削減、障がい者施設での作
業による雇用創出、ボールペンな
どにリサイクル。これからも協力
していきたいです。
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